
水槽の汚れを定規やスク
レーバー、固めのスポンジ
等で汚れを取り去ります。

新品の水槽でも油膜が残っ
ていると充分にコーティン
グできないことがあります
ので、マイクロファイバー
クロスや不織布、市販の油
膜落とし（水槽に傷がつか
ず薬剤ではないタイプ）で
しっかりと除去します。

眼鏡拭き等のマイクロファ
イバークロスや専用パッド
にこけ楽を少々付け、霧吹
き等で少し濡らしながら、
少し圧をかけながら擦り込
みます。

ヒーターやポンプ、エア
チューブにも使用できます。

アクリル水槽、プラスチッ
ク水槽で傷がつくような場
合は柔らかめのスポンジを
ご使用ください。

良く濡らしたクロスでムラ
を拭き取り出来上がり。



コーティングのチェック

コーティングがうまくいっ
たかどうかをチェックする
方法です。

コーティング後スプレーボ
トルで水を吹きかけます。
うまくコーティングできる
と水を弾かず、表面にサッ
と広がります（親水状態）。

水をはじいて水玉ができて
しまう場合（撥水状態）は
下地処理を行い、もう一度
上塗りすれば親水状態に変
わります。

綿状のコケが少し見えたと
き、水替え時、リセット時
等にはを柔らかいスポンジ
やマグネットタイプのク
リーナーで取り去って下さ
い。

コーティングが充分でない
部分を見つけた場合はその
場所だけ下地の再処理 / 再
塗布をしましょう。

紙・布・生木など、水が
浸み込むものにはコー
ティングできません



注意事項

1. 水槽にコーティングする際は接合部のシリコン部分には強い力や摩擦を与えないようにしてください。
シリコン部はスポンジ等で塗布してください。

2. こけ楽使用後、特に長期間使用の予定のない場合はしっかりとフタを閉め、できればビニールテープでさらに
封止する等して保管してください。 水分が飛ばなければ変質はしません。

3. 特殊な加工がされていたりシートの貼られた水槽にはこけ楽の施工を避けて下さい。

4. アクリル水槽・プラスチック水槽は傷がつかないかどうか目立たないところで一度チェックしてください。

5. 回転工具（専用バフ装着）を使用すると施工難易度の高い水槽でもさらに効率よく施工可能ですが、水槽を破
損しないように気を付けて操作してください。



こけ楽コーティング用専用パッド

【使用方法】

１，ガラス水槽の場合

赤いスポンジ面にこけ楽を少量とり
少し水に濡らした状態で多少圧をか
けこする様にガラス面に塗布します。

２，アクリル水槽の場合

貼付のマイクロファイバークロスを
パッドに巻き付け、少し濡らしてア
クリル面に刷り込みます。

3, プラスチック水槽の場合

黒いスポンジ面でこするように塗布
します。傷がつかないようであれば
マイクロファイバークロスをご使用
ください。

パッドは使用後すぐに水洗いして下
さい。

別売の専用パッドを使用すると、コーティングが楽にな
るだけでなく、特にガラス水槽の鏡面加工が施してある
タイプはコーティング密着度が高まり、効果が長期間持
続するようになります。
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